
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

訪問調査日 令和2年3月8日

事業所名 グループホーム　のぞみの家

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 令和3年3月31日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1473200648

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 NPO法人　のぞみ



㈱R-CORPORATION外部評価事業部

自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 令和2年3月8日

事　業　所　名

（ 241-0033

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】
外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●この事業所は、特定非営利法人のぞみの経営です。同法人は「地域の高齢者の
方々が心豊かに楽しく過ごせる地域社会の実現」を理念として、横浜に2ヶ所・川
崎に2ヶ所・藤沢に1ヶ所のグループホームを運営している他、在宅介護・デイサー
ビス・ヘルパーステーション・高齢者住宅など、さまざま利用者のニーズに合わせ
た福祉事業を展開しています。ここ「のぞみの家」は平成15年に法人の中で最初に
開設した事業所で、場所は相鉄線「二俣川駅」から徒歩20分程の高台にあります。
周囲を畑や森に囲まれた自然豊かな所で、隣接する「今川公園」は春になるとソメ
イヨシノ・山桜・八重桜・しだれ桜等の数多くの桜の花が咲き、利用者や家族にも
楽しめる場所となっています。
●今年は新型コロナウィルスの流行に伴い、事業所では新型コロナウィルス感染症
拡大防止のマニュアルの作成や感染症拡大を防止するための研修に注力して取り組
んできました。家族や友人の面会をはじめ、外出や地域交流などの中止が余儀なく
され、散歩や季節の外出行事なども自粛せざるえない状況で、様々な感染症対策を
講じながら、最大限の注意を払い室内でのアクティビティや周辺散歩、日光浴を実
施しています。
●管理者は、職員の教育や研修にも注力して取り組んできました。現在は利用者の
重度化、要介護状態にバラつきが生じている関係で、介護度や認知症の種類や状態
によって対応の仕方を多様化する必要があると考えており、改めて職員に「認知症
とは？」「認知症の人の関わり方」などをテーマにした研修を実施するなど、質の
向上に取り組んでいます。

　緑豊かな環境の中で、ゆったりと穏やかに暮らせるホームを目指しています。
私たちの支援の理念は「私たちはあなたと真正面に向き合い、どのような時でもあ
なたらしく生きられる、人生のステージ作りをお手伝いさせて頂きます」を掲げて
います。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目

 1 ～ 14

　■　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

令和　2　年度

株式会社　R－CORPORATION

〒231-0023　横浜市中区山下町74-1　大和地所ビル9F

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成18年8月1日指 定 年 月 日

特定非営利活動法人　のぞみ

1473200648
平成15年2月1日

令和2年3月31日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号

令和3年4月12日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

令和3年2月28日

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

グループホームのぞみの家

登録定員

通い定員

横浜市旭区今川町95-10

宿泊定員

定員　計



56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

のぞみの家

たんぽぽ

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

毎年2ヶ月毎に開催。町内会代表、民生委員、ご家族
様、ご利用者、包括職員から意見を聞き、運営に反
映している。　　　　　　　　　今年は新型コロナ
の関係で開催することができなかった。

町内会代表、民生委員、家族、利用者、地域包括セ
ンター職員の参加で2ヶ月に1回開催しています。事
業所の現状や活動報告に対する意見、地域の情報も
いただきながらサービス向上に努めています。現在
は新型コロナウィルスの影響で集まっての開催は自
粛しています。

今後の継続

県、市、旭・瀬谷グループホーム連絡会に参加して
協力関係を築いている。

横浜市や瀬谷区から研修や講習会の案内が届いた際
には職員にも周知し、参加するようにしています。
市や区の担当者には必要に応じて連絡を取り、事業
所の実情を理解していただくようにして協力関係を
構築しています。また、神奈川県、横浜市、旭・瀬
谷区のグループホーム連絡会にも加入・参加してお
り、他法人の事業所や市・区の担当者と情報を交換
を行い、情報共有に努めています。

今後の継続

利用者全員が町内会会員。毎月の役員会には管理者
が代表で出席。地域のイベントには積極的に参加し
ている。中学の福祉体験学習を毎年受け入れている
が、本年はコロナの関係で受け入れをお断りした。

利用者全員が町内会の会員として加入しています。
役員会には代表として管理者が出席して町内行事の
把握に努め、積極的に参加しています。また、毎年
地元中学校の福祉体験の受け入れも行っています。
今年は新型コロナウィルスの影響に伴い、町内行事
や福祉体験の受け入れを中止しています。

今後の継続

毎年福祉体験学習に参加して頂いている中学生に、
高齢になること、認知症になることを説明し理解を
促している。　　　　　　　　　高齢者への積極的
な声掛けを促している。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6つの生きるとして、健康に、安全に楽しく、毎日豊
かに、自信を持って、その人がその人らしく、お互
いに成長しながら、地域の中で生きるを中心に、各
職員は最適なケアを提供できる様努めている。

「①健康に②安全に楽しく③毎日豊かに④自信を
もって⑤その人がその人らしく⑥お互いに成長しし
ながら、地域の中で」の6つの生きるを理念とし、事
務所と玄関に掲示しています。理念は全体ミーティ
ングやフロアミーティング時に共有し、理念に沿っ
たケアの実践につなげています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

身体拘束は緊急以外はしない。緊急の場合は緊急性
をご家族に説明し、文章により同意を得ている。
3ヶ月ごとに「身体拘束委員会」を開催している。
「子供110番の家」を引き受けており、玄関に施錠は
していません

利用契約書にも身体拘束は行わないと明記されてお
り、切迫性・非代替性・一時性の要件に該当する場
合は身体拘束を行う可能性もあることを説明し、同
意書を取り交わしています。身体拘束・虐待に関す
る研修は年1回以上実施している他、3ヶ月に1回身体
拘束廃止委員会を開催して、事例を取り挙げたり、
現在の入居者において身体拘束の必要性や対応方法
について意見交換を行い、共通認識を図りながら身
体拘束・虐待のないケアに取り組んでいます。

今後の継続

時間の許す限り動画の視聴を義務付けている。又、
日常的に利用者の権利、人権を指導している。

管理者が行っている

「ご意見箱」を設置しています。　　　　　　今年
度は家族会を開催することができなかった。来所す
ることも少ない分、今年は家族への手紙、メール、
電話の回数が多く要望やご意見を聞くことが多く
あった。

入居時に利用契約書に明記している苦情相談窓口に
ついて説明しています。家族の来訪時や電話連絡し
た際には近況報告と合わせて意見や要望を伺ってい
る他、事業所内に「意見箱」を設置して意見や要望
を表出しやすいようにしています。また事業所では
毎年家族会を設け、家族間の交流や直接話しを聞く
ようにしています。今年はコロナ禍のため、家族会
は中止しています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

初期対応として、入居時ご家族様、ご本人にご要望
をお聞きし、安心して頂ける様関係作りに努めてい
る。

代表者が実施

代表者が実施

代表者が実施

全体ミーティング、フロアミーティング、申し送り
の時に意見を聞き業務の改善に反映させている。ま
た出された意見等、毎月の幹部会議に提出し、各事
業所の管理者ともに意見の共有化している。

職員からの意見や提案については、出退勤時の声か
けをはじめ、業務中や休憩時間を問わず積極的に意
見や提案を聞くようにし、全体ミーティング、フロ
アミーティングの議題として意見交換を行った後に
業務やケアに反映させています。内容によっては毎
月幹部会議に提出し、各事業所の管理者と共有化を
図っています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

今年はできる限り来所は控えて頂いているが、密に
ならない程度に距離を取り会って頂いている。毎年
温泉に行く方も今年は断念された。

入居時には差し支えない程度に友人や知人にも入居
したことを伝えてくださいと声かけしています。今
年は新型コロナウィルスの感染症拡大防止のため、
面会は極力控えていただくよう声かけしています
が、密にならないよ程度に距離を保っていただきな
がらお会いしていただくなどの配慮もしています。
例年温泉旅行に行かれている方もいましたが、今年
はやむを得ず断念された方もいます。

今後の継続

職員も含めた共同生活として、支えあう関係を大切
にしている。　　　　　　　　　　　　職員間の関
係も大切にしている

ご家族の要望を聞き、職員とともに生活していく関
係を築いている

ご家族に安心して頂ける様、来所時、手紙、メール
等でお聞きし、プランに反映させている

入居1ヶ月は観察期間として、翌月からはその人らし
い生活が送れるよう、ご家族の意見も取り入れ必要
なサービスが提供できる様努めている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

その日の心身の状態を把握して、1日の過ごし方等、
朝の申し送り時に決めている。

できる限り利用者の希望や意向を大切にしている。
トランプや塗り絵など趣味、気に入ったことをでき
る限り対応している。

入居面談時に本人、家族、在宅時のケアマネー
ジャーから生活歴、既往歴、趣味嗜好、暮らし方の
希望などの情報を聞き取り、アセスメントシートに
記入しています。アセスメントシートの情報を基
に、日々関わっていく中で今現在の思いや意向の把
握に努め、情報を共有しながら、可能な限り思いや
意向に沿えるよう支援しています。

今後の継続

過去の生活歴、環境、習慣、家族関係等把握

退所後も必要に応じて対応している

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

利用者と職員が一緒に楽しむレクを提供。ラジオ体
操、健康体操は全員で実施。　　　　　　　　コロ
ナの中にあっても公園への散歩は欠かせない。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

自治会の役員会に参加。利用者全員町内会会員。毎
年地域のイベントに参加しているが、今年はイベン
トがすべて中止になった。

入居者全員が2回/月の訪問診療を受けている。緊急
時は主治医と連絡を取り電話にて指示を受けるか、
往診をお願いしている。入居時にかかりつけ医から
指示書を頂き、意向を確認。健康改善のため、訪問
マッサージ有り。医師、看護師は24時間オンコール
対応。

入居時に事業所の協力医療機関について説明し、本
人と家族の希望を尊重して主治医を決めていただく
ようにしています。現在は全員が事業所の協力医に
よる月2回の訪問診療を受けています。主治医と看護
師は24時間のオンコール体制となっており、夜間・
急変時にも対応可能となっています。必要な方のみ
歯科やマッサージと契約して訪問対応していただい
ています。

今後の継続

記録に関しては、業務日誌、ケア記録、排泄、水分
摂取、バイタルサインチェック、体重測定等項目ご
とに記録している。1日2回の申し送りやカンファの
時には情報の共有化している。

入居者のニーズに柔軟に対応しているが、まだまだ
充分とは言えない面ある。

入居時はご家族様のご意見を聞き、暫定1ヶ月のプラ
ンを作成。その後は申し送り時や、カンファで意見
を聞き、半年ごとにケアプランを作成している。主
に居室担当、夜勤職員の意見も聞き、新しいプラン
作成している。

入居時はアセスメントで得られた情報を基に初回の
介護計画(暫定1ヶ月)を作成し、１ヶ月様子を見なが
らADLやIADLの情報、暮らしぶりにおける情報を収集
し、カンファレンスでケアの課題や支援方法につい
て意見交換しながらモニタリングを行い、6ヶ月毎の
介護計画の見直しにつなげています。より現状に即
した介護計画とするために、居室担当者や夜勤職員
の意見も反映させています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

訓練時、職員は役割分担を明確にし実施している。
また突然の訓練を実施することもある。職員の緊急
連絡網、ご家族様の緊急連絡先、近隣町内会の支
援、協力を得て訓練に参加して頂いている。備蓄品
の充実、防災計画書の作成。

訓練時には各職員の役割分担を明確にし、各担当の
役割を把握できるように工夫しています。基本的に
は年2回の夜間想定で火災を中心に行っています。事
業所では職員の緊急連絡網の整備や家族の緊急連絡
先なども一覧に士事務所内で管理しています。今年
は感染症拡大防止のため、声かけはしませんでした
が、訓練時には近隣町内会の方にも参加をお願いし
ています。備蓄は食糧や衛生用品等を3日分、1階の
倉庫に保管しています。

今後の継続

ご家族と充分協議を重ね、できる限り長くホームに
暮らして頂き、終末期まで暮らして頂ける様支援し
ている。ご家族、医師、看護師、管理者が充分話し
合い看取り契約書を頂いている。
「終末期を迎えるにあたり」の研修を受けた

入居時は「看取りに関する指針」に沿って、重度化
した場合における事業所の対応や方針を説明し、同
意書に署名をいただいています。実際に重篤化した
場合や状態の変化が生じた際には、医師・家族・事
業所・看護師の話し合いの場を設け、事業所での看
取りを希望される方には、別途看取りの契約書を交
わしたうえで看取りに向けた支援に切り替えていま
す。この度「終末期を迎えるにあたり」の研修を受
講し、心構えや手順・流れを職員間でも共有してい
ます。

今後の継続

職員の応急手当の仕方、初期対応についてマニュア
ルにしている。

看護師は2回/週定期的に来所。またSOSにも応じてい
る。入居者の健康管理、緊急時は主治医と連絡を密
にしている。

入院や新規医療への受診の際はサマリーを用意して
いる。管理者、ご家族様同席の元状況の説明をして
いる。病院相談室との連携をとっている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

個々の状況に応じた食事形態で提供。利用者には後
片付けをお願いしている。　　　　　　　地域から
新鮮な野菜が届く。　　　　　　　　利用者、職員
が一緒に食事をする事を基本としているが、コロナ
の時期に限り席を別にしている。
春には桜の下でお弁当を食べている

法人の系列会社から、管理栄養士が作成したメ
ニューと食材が届けられ、個々の状況に応じた食事
形態で利用者に提供しています。できる方には食器
拭きや下膳などをお願いして残存能力の維持につな
げています。現在はコロナ禍のため、利用者と別に
食事をするなど、感染症対策にも留意しています。
また、外食支援や毎年桜の季節には隣接する今川公
園で、花見をしながらお弁当を食べる行事も企画し
ていましたが、コロナ禍のため、今年は中止してい
ます。

今後の継続

ご入居者様、ご家族様の希望に沿ったケアプランを
作成。話し合い、希望を重視している。

隔月の訪問美容による散髪は全員受けている。日々
の身だしなみは職員が手助けしている。

接遇、尊厳、プライバシー等に関してはマニュアル
に定めている。動画研修を実施。　　人権を尊重し
た対応に心掛けている。　　　　　人格を傷つける
言葉は使わない様、日頃から職員に伝える。特に排
泄時の言葉掛けには注意を払っている

入職時には介護技術・接遇・倫理・法令遵守につい
て研修を行い、入職後も「マナビタ」の動画研修で
も接遇などについて理解を深め、ミーティングでも
管理者から接遇や尊厳の大切さについて職員に伝え
ています。トイレ介助や入浴介助、居室に入る際に
は、羞恥心やプライバシーにも配慮しています。

今後の継続

個々の状況に応じた意思決定ができるよう心掛けて
いる。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

排泄票により便秘の状態を把握。食事量、水分量の
調節や適度の運動を促す。　　　　　　主治医の指
示により服薬コントロールしている

基本は2回/週をベースに入浴しているが、できる限
り入居者の要望に沿うようにしている。清潔保持と
楽しみを入浴の基本にしている。季節を感じて頂け
るような工夫をしている。湯船に入れない、シャ
ワーだけの方は足湯をしながら冷えない工夫をして
いる

入浴チェック表にて入浴回数が均等になるよう確認
しながら、1人あたり週2回の入浴を基本に支援を
行っています。入浴前にはバイタルチェックと合わ
せて本人の意向を確認し、安全かつ気持ちよく入浴
できるよう心がけています。また、入浴は清潔保持
のみならず、皮膚疾患やあざなどの早期発見につな
がることもあることから、着脱時には身体チェック
も入念に行っています。

今後の継続

隔週で歯科の往診を受け、口腔衛生のアドバイスを
受けている。毎食前の口腔体操、毎食後の口腔ケア
は必ず実施し、常に口腔内の衛生保持に努めている

排泄票を参考に利用者個々のパターンを把握。トイ
レでの排泄を心掛けている。　　　　夜間は睡眠重
視の観点から多少間隔を開けたパッド交換をする。

排泄表をつけながら個々の排泄パターンの把握に努
め、極力トイレで排泄していただけるよう注力しな
がら支援を行っています。排泄表を基に時間やタイ
ミングを見計らったトイレ誘導を心がけ、自立排泄
につながるよう心がけています。喫食状況や水分量
も確認しながら適度な運動を促すなどして便秘対策
に努めています。

今後の継続

法人の栄養士が作成する献立表により、一日の摂取
量概ね1200カロリーに努めている。　　また、利用
者の摂取状況を把握し、医師のアドバイスを受けて
いる。　　　　　　　　　　水分摂取量、食事摂取
量は毎回記録している
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

個人金はホームで管理

自分でできること、特に身の回りのことは全てやっ
て頂く。また簡単にできる家事は全てお願いしてい
る。　　　　　　　　　　　　　散歩の途中の野菜
購入は楽しみの一つ。

近場の散歩、日光浴は毎日の日課にしている。外
出、理美容、買い物は家族にお願いしているが、こ
こ1年コロナの関係で外出は自粛して頂いている

近場を散歩したり、ベランダでの日光浴は感染症対
策を講じながら行うようにして、外気に触れる機会
をもてるようにしています。現在は新型コロナウィ
ルスの影響に伴い、季節の外出行事、人混みへの外
出(家族対応の外出含め)は自粛していますが、桜の
季節には近くの今川公園で花見をしながらお弁当を
食べるなど、コロナ禍以前は季節感を楽しんでいた
だけるような企画も取り入れながら外出支援を行っ
ていました。

今後の継続

一応の決まりはあるが、入床、離床は自由にして頂
く。9時消灯まで自由にして頂いている。昼食後の休
息（昼寝）もご本人の体調を考え自由にして頂く。

医師、看護師、薬剤師の指導を頂く中で、担当職員
が投与している。常に副作用を考え、体調管理に気
を付けている。変化がある時は医師に確認してい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

安心、安全な環境作り。ホーム内はバリアフリー、
手すりを設置。手引き歩行、歩行器、車椅子を利用
して移動対応。　　　　　　　　居室内の家具等は
使い慣れたものを持ち込みしご自分なりの居室空間
を作って頂いている。居室担当が居室の整理・整
頓・清掃をする。

居室にはエアコン・ベッド・整理ダンス・カーテン
が完備されています。西向きの居室は障子で日差し
を遮り、柔らかさを醸し出しています。入居時には
自宅で使用されていた家具や寝具類、調度品などを
持ち込んでいただくように伝え、自分なりの居室作
りが行われています。居室担当者が、居室の整理・
整頓・清掃などを受け持っています。

今後の継続

個々の居室は名札をつけない。居室内のレイアウト
はできるだけ変更しないようにしている。個室だけ
でなくフロアのレイアウトや食席も変更しないよう
に心掛けている。

日中はリビングにてテレビ、カラオケ、DVDと多種楽
しんでいる。レースのカーテンで日光の調節してい
ます。リビングには観葉植物、季節の花を飾り心穏
やかに過ごせるよう気配りしている。

リビングの窓は大きく、開放感があります。また、
事業所が高台にあることから、天気の良い日は見晴
らしの良い景色を臨むこともできます。リビングは
無機質にならないよう観葉植物や季節の生け花、季
節に応じた飾りつけも適度に行われています。現在
は感染症対策として1日数回のアルコール消毒や窓を
空けての換気なども行うなど、安心して過ごせる環
境づくりに注力しています。

今後の継続

強要はせず、ご自分なりの過ごし方をして頂いてい
る。但し食事と体操は全員一緒にして頂いている

電話、手紙希望者は概ね自由に対応。携帯電話を所
持している利用者もいる。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 9

一人ひとりの暮らしを
支えている地域資源を
把握し、本人が心身の
力を発揮しながら安全
に豊かに暮らしを楽し
むことができる

地域のイベント、行事
に参加する
近隣の高齢者施設を訪
問し、親交を深める

12か月

2 36
一人ひとりの人格の尊
重とプライバシーの確
保

接遇、人間としての尊
厳、プライバシー保持
人権の尊重

12か月

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

①地域の行事に全て参
加する
②参加人数を増やす
③近隣のＧＨを訪問す
る

①不適切な介護につい
ての研修
②虐待。身体拘束、人
権の尊重についての研
修

目　　標

令和3年3月8日

のぞみの家
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56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 のぞみの家

 ユニット名 ひまわり

　Ⅴ　アウトカム項目

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

利用者全員が町内会会員。毎月の役員会には管理者
が代表で出席。地域のイベントには積極的に参加し
ている。中学の福祉体験学習を毎年受け入れている
が、本年はコロナの関係で受け入れをお断りした。

毎年福祉体験学習に参加して頂いている中学生に、
高齢になること、認知症になることを説明し理解を
促している。　　　　　　　　　高齢者への積極的
な声掛けを促している。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

6つの生きるとして、健康に、安全に楽しく、毎日豊
かに、自信を持って、その人がその人らしく、お互
いに成長しながら、地域の中で生きるを中心に、各
職員は最適なケアを提供できる様努めている。

毎年2ヶ月毎に開催。町内会代表、民生委員、ご家族
様、ご利用者、包括職員から意見を聞き、運営に反
映している。　　　　　　　　　今年は新型コロナ
の関係で開催することができなかった。

県、市、旭・瀬谷グループホーム連絡会に参加して
協力関係を築いている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

身体拘束は緊急以外はしない。緊急の場合は緊急性
をご家族に説明し、文章により同意を得ている。
3ヶ月ごとに「身体拘束委員会」を開催している。
「子供110番の家」を引き受けており、玄関に施錠は
していません

「ご意見箱」を設置しています。　　　　　　今年
度は家族会を開催することができなかった。来所す
ることも少ない分、今年は家族への手紙、メール、
電話の回数が多く要望やご意見を聞くことが多く
あった。

時間の許す限り動画の視聴を義務付けている。又、
日常的に利用者の権利、人権を指導している。

管理者が行っている
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

全体ミーティング、フロアミーティング、申し送り
の時に意見を聞き業務の改善に反映させている。ま
た出された意見等、毎月の幹部会議に提出し、各事
業所の管理者ともに意見の共有化している。

代表者が実施

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

初期対応として、入居時ご家族様、ご本人にご要望
をお聞きし、安心して頂ける様関係作りに努めてい
る。

代表者が実施

代表者が実施
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

職員も含めた共同生活として、支えあう関係を大切
にしている。　　　　　　　　　　　　職員間の関
係も大切にしている

ご家族の要望を聞き、職員とともに生活していく関
係を築いている

ご家族に安心して頂ける様、来所時、手紙、メール
等でお聞きし、プランに反映させている

入居1ヶ月は観察期間として、翌月からはその人らし
い生活が送れるよう、ご家族の意見も取り入れ必要
なサービスが提供できる様努めている。

今年はできる限り来所は控えて頂いているが、密に
ならない程度に距離を取り会って頂いている。毎年
温泉に行く方も今年は断念された。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

退所後も必要に応じて対応している

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

できる限り利用者の希望や意向を大切にしている。
トランプや塗り絵など趣味、気に入ったことをでき
る限り対応している。

利用者と職員が一緒に楽しむレクを提供。ラジオ体
操、健康体操は全員で実施。　　　　　　　　コロ
ナの中にあっても公園への散歩は欠かせない。

過去の生活歴、環境、習慣、家族関係等把握

その日の心身の状態を把握して、1日の過ごし方等、
朝の申し送り時に決めている。
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実施状況 実施状況
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外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

入居時はご家族様のご意見を聞き、暫定1ヶ月のプラ
ンを作成。その後は申し送り時や、カンファで意見
を聞き、半年ごとにケアプランを作成している。主
に居室担当、夜勤職員の意見も聞き、新しいプラン
作成している。

記録に関しては、業務日誌、ケア記録、排泄、水分
摂取、バイタルサインチェック、体重測定等項目ご
とに記録している。1日2回の申し送りやカンファの
時には情報の共有化している。

入居者全員が2回/月の訪問診療を受けている。緊急
時は主治医と連絡を取り電話にて指示を受けるか、
往診をお願いしている。入居時にかかりつけ医から
指示書を頂き、意向を確認。健康改善のため、訪問
マッサージ有り。医師、看護師は24時間オンコール
対応。

入居者のニーズに柔軟に対応しているが、まだまだ
充分とは言えない面ある。

自治会の役員会に参加。利用者全員町内会会員。毎
年地域のイベントに参加しているが、今年はイベン
トがすべて中止になった。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

看護師は2回/週定期的に来所。またSOSにも応じてい
る。入居者の健康管理、緊急時は主治医と連絡を密
にしている。

職員の応急手当の仕方、初期対応についてマニュア
ルにしている。

訓練時、職員は役割分担を明確にし実施している。
また突然の訓練を実施することもある。職員の緊急
連絡網、ご家族様の緊急連絡先、近隣町内会の支
援、協力を得て訓練に参加して頂いている。備蓄品
の充実、防災計画書の作成。

入院や新規医療への受診の際はサマリーを用意して
いる。管理者、ご家族様同席の元状況の説明をして
いる。病院相談室との連携をとっている。

ご家族と充分協議を重ね、できる限り長くホームに
暮らして頂き、終末期まで暮らして頂ける様支援し
ている。ご家族、医師、看護師、管理者が充分話し
合い看取り契約書を頂いている。
「終末期を迎えるにあたり」の研修を受けた
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

ご入居者様、ご家族様の希望に沿ったケアプランを
作成。話し合い、希望を重視している。

隔月の訪問美容による散髪は全員受けている。日々
の身だしなみは職員が手助けしている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

接遇、尊厳、プライバシー等に関してはマニュアル
に定めている。動画研修を実施。　　人権を尊重し
た対応に心掛けている。　　　　　人格を傷つける
言葉は使わない様、日頃から職員に伝える。特に排
泄時の言葉掛けには注意を払っている

個々の状況に応じた意思決定ができるよう心掛けて
いる。

個々の状況に応じた食事形態で提供。利用者には後
片付けをお願いしている。　　　　　　　地域から
新鮮な野菜が届く。　　　　　　　　利用者、職員
が一緒に食事をする事を基本としているが、コロナ
の時期に限り席を別にしている。
春には桜の下でお弁当を食べている
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

隔週で歯科の往診を受け、口腔衛生のアドバイスを
受けている。毎食前の口腔体操、毎食後の口腔ケア
は必ず実施し、常に口腔内の衛生保持に努めている

排泄票を参考に利用者個々のパターンを把握。トイ
レでの排泄を心掛けている。　　　　夜間は睡眠重
視の観点から多少間隔を開けたパッド交換をする。

法人の栄養士が作成する献立表により、一日の摂取
量概ね1200カロリーに努めている。　　また、利用
者の摂取状況を把握し、医師のアドバイスを受けて
いる。　　　　　　　　　　水分摂取量、食事摂取
量は毎回記録している

排泄票により便秘の状態を把握。食事量、水分量の
調節や適度の運動を促す。　　　　　　主治医の指
示により服薬コントロールしている

基本は2回/週をベースに入浴しているが、できる限
り入居者の要望に沿うようにしている。清潔保持と
楽しみを入浴の基本にしている。季節を感じて頂け
るような工夫をしている。湯船に入れない、シャ
ワーだけの方は足湯をしながら冷えない工夫をして
いる
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

一応の決まりはあるが、入床、離床は自由にして頂
く。9時消灯まで自由にして頂いている。昼食後の休
息（昼寝）もご本人の体調を考え自由にして頂く。

医師、看護師、薬剤師の指導を頂く中で、担当職員
が投与している。常に副作用を考え、体調管理に気
を付けている。変化がある時は医師に確認してい
る。

個人金はホームで管理

自分でできること、特に身の回りのことは全てやっ
て頂く。また簡単にできる家事は全てお願いしてい
る。　　　　　　　　　　　　　散歩の途中の野菜
購入は楽しみの一つ。

近場の散歩、日光浴は毎日の日課にしている。外
出、理美容、買い物は家族にお願いしているが、こ
こ1年コロナの関係で外出は自粛して頂いている
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

電話、手紙希望者は概ね自由に対応。携帯電話を所
持している利用者もいる。

安心、安全な環境作り。ホーム内はバリアフリー、
手すりを設置。手引き歩行、歩行器、車椅子を利用
して移動対応。　　　　　　　　居室内の家具等は
使い慣れたものを持ち込みしご自分なりの居室空間
を作って頂いている。居室担当が居室の整理・整
頓・清掃をする。

個々の居室は名札をつけない。居室内のレイアウト
はできるだけ変更しないようにしている。個室だけ
でなくフロアのレイアウトや食席も変更しないよう
に心掛けている。

日中はリビングにてテレビ、カラオケ、DVDと多種楽
しんでいる。レースのカーテンで日光の調節してい
ます。リビングには観葉植物、季節の花を飾り心穏
やかに過ごせるよう気配りしている。

強要はせず、ご自分なりの過ごし方をして頂いてい
る。但し食事と体操は全員一緒にして頂いている
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 9

一人ひとりの暮らしを
支えている地域資源を
把握し、本人が心身の
力を発揮しながら安全
に豊かに暮らしを楽し
むことができる

地域のイベント、行事
に参加する
近隣の高齢者施設を訪
問し、親交を深める

12か月

2 36
一人ひとりの人格の尊
重とプライバシーの確
保

接遇、人間としての尊
厳、プライバシー保持
人権の尊重

12か月

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

のぞみの家

令和3年3月8日

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

①地域の行事に全て参
加する
②参加人数を増やす
③近隣のＧＨを訪問す
る

①不適切な介護につい
ての研修
②虐待。身体拘束、人
権の尊重についての研
修
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